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概要  

分散アプリケーションサービスの保守開発と運用を支援するための方法を研究しています。運

用時のログデータをはじめ、運用保守に関わるコミュニケーションデータ、さらには保守対象の

ソフトウェアのプログラムコードや開発プロセスデータ、それらの設定や構成に関する情報や、

また必要に応じてテストや検証を実施した結果を分析することにより、運用手順や保守手順を支

援し、そのコストを軽減することができるようにします。 

具体的には、運用時のログデータの発生パターンにより、分散アプリケーションサービスで障

害が発生したときの原因特定を支援したり（分散アプリケーションサービスのデータセンター等

を想定した運用管理の支援）、ソースコードの開発プロセスを分析することにより、バグが生じ

やすい開発パターンを特定し開発者に警告したり（保守開発の支援）する技術を提供しています。 

応用例  

企業システムの品質評価や，品質向上に応用可能です。 
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